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パート１ 
日本再興戦略と健康寿命の延伸 

Japan is back 



アベノミクスの3本の矢 

 

第一の矢：大胆な金融政策 

第二の矢：機動的な財政政策 

第三の矢：民間投資を喚起
する成長戦略 

・企業・家計に定着したデフレマインドを払しょく 
・２％の物価安定目標をできるだけ早期に実現 

・デフレ脱却をよりスムーズに実現するため、有効  
需要を創出 

・持続的成長に貢献する分野に重点を置き成長戦
略へ橋渡し 

・民間需要を持続的に生みだし、経済を力強い成
長軌道に乗せていく 

・投資によって生産性を高め、雇用や報酬という果
実を広く国民生活に浸透させる 



2020年に達成を目指す健康・医療の成果目標 



 

 

2020年に達成を目指す健康・医療の成果目標 

・国民の健康寿命を1歳以上延伸  

2010年 男性70.4歳、女性73.62歳 

・メタボ人口を2008年度比25％減少 
メタボ人口1400万人（2008年度） 

・健診（特定健診含む）受診率80％ 
特定健診受診率45％（2011年度） 
 
 



 

2020年ま

でに健康
寿命の 

1年の延伸 



 

健康寿命には
都道府県格差
が大きい 



健康寿命延伸のための 
戦略市場創造プラン 

• 医療分野研究開発の司令塔「日本版NIH」の
創設 

• 健康寿命延伸産業の育成（ガイドライン作成） 

• 一般用医薬品のインターネット販売 

• 先進医療の審査迅速化 

• 予防・健康管理の推進に関する新たな仕組
みづくり 

• 医療の国際展開 



 

運動指導 
栄養指導 



 

病院食の 
配食サービス 

薬局での検査 



 

地域包括ケア 
システム 



一般用医薬品の 
インターネット販売 



     一般用医薬品（OTC)とは 

 一般用医薬品(Over the Counter Drug) 

医薬品のうち、その効能及び効果において 

人体に対する作用が著しくないものであって 

薬剤師その他の医療関係者から提供された 

情報に基づいて需要者の選択により使用される 

ことが目的とされているもの 

              PMDA 斉藤 和幸氏の講演より 

英語の「Over The Counter：オーバー・ザ・カウンター」の略で、 

カウンター越しにお薬を販売するかたちに由来している 



ＯＴＣ医薬品を服用してみて・・・ 

• ある休日、前日の食べ
過ぎがたったって急な腹
痛・・・ 

• 近所のドラッグストアで
ガスター１０のＯＣＴを購
入、服用したら立ちどこ
ろに痛みが消えた！ 

• 値段は12錠入りで1000
円ちょっと・・・安い！ 

• 外来診察より安い！ 

 



抗アレルギー薬 



Japan Self-Medication Industry                                                                                                

http://www.jsmi.jp/english/ 

ＯＴＣ医薬品のリスク分類 
改正薬事法の施行（2006年） 

例） H2ブロッカー，スイッチOTC薬，等 医薬品 

医療用医薬品 

一般用医薬品 
（OTC医薬品） 

第一類医薬品 

第二類医薬品 

第三類医薬品 

医薬部外品 

医師の処方箋に基づ
いて使用 

専門家からの情報提供に
基づき消費者が選択 

例） 風邪薬，解熱鎮痛剤， 
胃腸薬 

例） ビタミンB・C含有薬，整腸剤，消化薬 
人体に対する作用が緩和で，安全上，特に問題のないもの 

薬剤師 

＜情報提供者＞ 

薬剤師または 
登録販売者 

- リスクの応じたOTC医薬品の分類と情報提供 - 



区分 どのようなものが当たるのか 成分数 

第一類
医薬品 

ＯＴＣ医薬品としての使用経験が少な
いものや副作用、相互作用などの項目
で安全性上、特に注意を要するもの。 

約３０成分 

（スイッチＯＴＣ
が該当） 

第二類
医薬品 

副作用、相互作用などの項目で安全
性上、注意を要するもの。 
またこの中で、特に注意を要するもの
を、指定第２類医薬品（ ＊ ）とする。 

約７００成分    
（うち＊を付す
もの121成分） 

 

第三類
医薬品 

副作用、相互作用などの項目で安全
性上、多少注意を要するもの。 

７４６成分 

医薬品の含有する成分を、副作用、相互作用、使用方法
の難しさ等の項目で評価し、3つのグループに分類 

ＯＴＣ医薬品区分の導入 

（WSMI第１６回世界総会（2008北京）での三輪JSMI会長講演より、抜粋改変） 
22 



第一類医薬品等の陳列 

Ｂｅｈｉｎｄ ｔｈｅ Ｃｏｕｎｔｅｒ
（ＢＴＣ）での陳列、鍵をか
けた薬品戸棚を利用した 
陳列。 



第一類医薬品の「空箱」陳列の例 

第一類医薬品は、
他の区分の医薬
品と同様に陳列
はできない。 

 

但し、『空箱』に
ついては、医薬
品に当らないの
で、情報提供の
ために配架する
ことは出来る。 



第一類医薬品は、 
薬剤師が説明し、販売します。 



医療用医薬品で実績が証明された成分を
一般用医薬品（ＯＴＣ）に切替えて販売する 

有効性・安全性 

処方せんなしで、(薬剤師の説明をきいて)自
分の判断で購入する 

スイッチOTCとは 
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スイッチOTC化の推進 

- 医療用医薬品がスイッチ化されるまで‐ 

日本OTC 
医薬品協会 

日本薬学会 
日本医学会・ 

分科会 
１１０団体 

厚生労働省 
薬事・食品衛生審議会 
一般用医薬品部会 

スイッチ化の候補成
分を独自に公表 

スイッチ化の候補成
分を選定 

候補成分について 
関連学会が意見 

スイッチ化の適用を 最終選定 

【公表】 
 

07年 70成分 
08年 20成分 
09年 29成分 

 
【選定】 

 
08年 12成分 
09年 18成分 
10年 19成分 
11年 10成分 

 
【選定】 

 
08年 8月   7成分 
09年 9月   8成分 
10年 2月  2成分 
10年 11月 4成分 

＜スイッチ化のスキーム＞ 



そしてアレグラ、アレジオンも 
スイッチＯＴＣ化 

 



第一次候補リストとして70品目、08年10月に
第二次として20品目、10年１月に第三次とし
て29品目を公表している。  

日本OTC医薬品協会第4次スイッチ候補リスト        12.12.20 



医療用医薬品の 

シェアは低くなる!! 

 

 

医療用医薬品 

医師の処方による 

現在のｽｲｯﾁOTC 

一般用医薬品 

拡大されるOTC領域 

スイッチOTCは規制区分を切替える 

 拡大されるOTC領域において医師の責任がなくなる  (法制の整備) 

 薬剤師の任務 

  顧客に対する説明義務････････････症状の把握と対応 

  製品についての情報提供･････････・資料の評価、メーカーの信頼性 

  販売後責任･････････････････････・・副作用情報の収集、報告 



/ 

医療費問題への対策 

政
府
の
対
応
施
策 

ジェネリック医薬品の 
使用推進 

医療費問題 

薬価の切り下げ 

医療費自己負担の 
切り上げ 

OTCの拡大と推進 

S-31 



一般用医薬品（OTC)の 
ネット販売 



 



 



 



 



ネット販売規制は時代錯誤！ 

• 三木谷氏は、「ネット販売は安全性について
十分担保できる。規制する立法事実、客観的
事実、科学的根拠は何もない。時代錯誤もは
なはだしい」 

http://internet.watch.impress.co.jp/img/iw/docs/622/426/html/iyaku1.jpg.html


次は医療用医薬品の 
メールオーダー？ 

すでに米国では医療用医薬品の 

メールオーダーは当たり前 



パート２ 
健康・医療戦略とICT 

 

健康・医療戦略推進本部 



 



 



 

独立行政法人
日本医療研究
開発機構 



 



 



 



 



 



 



 



 



 

見える化で地域ご
との医療・介護
サービスのベンチ
マークができる 



 セキュアな
SNSがカギ！ 



 



 



パート３ 
データヘルス計画と健康経営 



データヘルス計画 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



健康経営 
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健康経営とは？ 

• 「健康経営」とは、米国の経営心理学者のロ
バート・ローゼンが提唱した概念で、企業の
持続的成長を図る観点から従業員の健康に
配慮した経営手法のこと。 

• 従業員の健康が企業および社会に不可欠な
資本であることを認識し、従業員への健康情
報の提供や健康投資を促すしくみを構築する
ことで、生産性の低下を防ぎ、医療費を抑え
て、企業の収益性向上を目指す取り組みを
指す。 



 

メタボ対策がカギ！ 



 



健康経営の課題 

• 日本経済団体連合会 

– 「健康投資と企業経営に関する分科会」 

–従業員の健康増進に積極的に取り組んでいる企
業ヒアリング 

– メンタル、メタボ、禁煙への取り組み 

• 対症療法型から予防型へ 

• 健康保険組合、事業者、産業医、労働組合との連携 

• 家族、地域を含めた有機的連携 

• 課題 

–費用対効果が見えづらいことが課題 

 



 

２０１３年電通 
226社調査  



 健康経営への取り組み状況 



 



 



 



外部専門事業者 
（サービサー）の活用 



外部サービサーの役割 
消費者・患者サポート ・患者向けパンフレットなどの教育資材 

・電話サービス、オンラインサービス 
・健康教室 
・検査、検査憎み合わせた生活改善プログラム 
 

ヘルスケア提供者サポート ・専門職種の教育 
・専門職種の紹介 
・ガイドライン、EBM情報サービス 
・意思決定サポートソフトウエア 
・患者アセスメント、改善計画・指導ツール 

データ収集、データ分析、 
研究支援 

・電子カルテ 
・臨床試験 
・レセプト分析 
・薬剤経済学分析 
 

坂巻弘之氏講演資料より 



外部サービサーの類型① 

• データ分析・戦略立案（B2B）型 

 

サービ
サー 

健康保
険組合 

データ解析 

製薬企業 

主に、レセプトチェック・分析 

データを製薬企業等に販売する会社も 

坂巻弘之氏資料 

健診サービス 



外部サービサー類型② 

• 直接健康サポート（B2C）型 

 

サービ
サー 

患者 
(消費者） 

￥有料 

会員型健康管理サービス 

坂巻弘之氏資料 

疾病管理サービス 



外部サービサー類型③ 

• データ分析・戦略立案（B2B）型 

 

製薬企業 

坂巻弘之氏資料 

患者 
(消費者） 

サービサー 

￥0 

￥有料 

医薬品、医療機器の販売 

が本来の目的。 

健康サポートやツールを無償 

～低価格で提供 



外部サービサー類型④ 

• フルサポート型 

 

サービ
サー 

健康保
険組合 

データ解析 

戦略策定 

坂巻弘之氏資料 

契約 

患者 
(消費者） 

健診・疾病管理サービス 

￥０ 



外部サービサー類型⑤ 

• 保健指導サポート型 

 

サービ
サー 

健康保
険組合 

健保組合との契約をもとに、被保険者に対し、 

検診、保健指導を提供 

坂巻弘之氏資料 

契約 
患者 

(消費者） 

疾病管理サービス 

￥０ 



 事例 メディヴァ 

 

大石佳能子氏 



メディヴァ 

• 保険者のデータ分析、コンサルタント 

–効率的な保険事業 

– メタボデータとレセプトデータ突合 

• HbA1ｃ8.0以上で治療中のケースを抽出 

• 処方内容のチェック 

• 主治医に処方変更のアドバイス、あるいは主治医の
変更 

• 国際医療福祉大学大学院と連携 

–健保組合のレセプトデータ分析 



   事例 データホライゾン  DATA 

HORIZON 

P 86 

ジェネリック医薬品通知サービス 
 生活習慣病の患者を中心にジェネリック
医薬品に変えた場合の差額を通知 

電子データ 

印刷で請求 

医科・調剤レセプト 

電子請求 

画像データ 

電子データ化 

レセプト点検システム 
 縦覧点検を含め、薬剤や、診療行為と
傷病の適応をチェックするシステム 

（※１）レセプトの画像データを電子データに変換 

    する当社独自の技術 

レセプト情報分析サービス 
 医療費の状況が分かる統計資料を提供 

保健事業支援システム 
 指導対象者、医療費分析結果などを把握 

おまかせ保健事業サービス 
 生活習慣病放置者への通知、重複受診者の
訪問指導などの保健事業を実施 

重症化予防サービス (来年度から開始) 

 特定の疾病の重症化・再発予防を行い、健
康増進および医療費削減を目指すサービス 

レセプト分析データ 

保健事業支援のメニュー 
（※１） 

（※２）レセプトの診療行為を病名毎に分解分析し、 

    病名ごとの医療費を算出するプログラム 

    （特許第4312757 号） 

（※2） 

技術 

約95％ 約5％ 



 データホライゾン：レセプトデータを活用した保健事業の支援 DATA 

HORIZON 

P 87 

１．生活習慣病一次予防 （保健指導） 

   特定健診データより、個人ごとの発症リスクの分析を行い、効果的な保健指導を支援します。 

２．生活習慣病二次予防 （受診勧奨） 

      レセプトと特定健診データより、特定健診で異常があるにもかかわらず治療していない人や、 

   治療を途中で中断している人を特定し、医療機関への受診を促します。 

３．生活習慣病三次予防 （重症化予防） 

   レセプトより特定の疾病の病期進行状況分析を行い、重症化・再発予防を行います。 

   それにより、患者のＱＯＬ（生活の質）を高め、医療費の適正化を推進します。 

４．重複受診 

   複数の医療機関に同一の傷病名で受診している人の確認ができます。 

    ※ ７％に重複受診があり、慢性疾患だけでみると ４．４％が重複受診。 

５．薬害防止 

   別々の医療機関で同一成分の薬剤を重複して服用している人、相互作用の発生の恐れが 

   ある人を抽出できます。 

    ※ ２．７％が重複服薬、 ６．４％に相互作用。（併用禁忌0.3%、併用回避6.1%） 



5.3. 当社の重症化予防サービスのイメージ DATA 

HORIZON 

P 88 

リスク群の階層化を
行い症状ごとに区分 

専門家による指導を行
い、重症化の予防 

レセプト、検査データか
ら効果の測定 

レセプト・健診データ
から対象者を抽出 

重度 

中度 

軽度 

 

集団の特定 

 

 

階層化 

 

 

指導 

 

 

効果測定 

 

医療費の適正化、 

重症化予防・遅延の評価 

（継続的な再評価） 

「指導」は、広島大学作成の「糖尿病性腎症重症化予防プログラム」に基づき、専門家
（保健師・看護師）が患者に面談や電話による指導を行い、生活習慣の改善を促進！ 



日本再興戦略中期行程表 

健康寿命の延伸 



 



２０２５年へのロードマップ 
～医療計画と医療連携最前線～ 

• 武藤正樹著 

• 医学通信社  

• Ａ５判 ２２０頁、２６００円 

• 地域包括ケア、医療計画、診
療報酬改定と連携、２０２５年
へ向けての医療・介護トピック
スetc 

• 2013年４月発刊 

 

日野原先生にもお読みいただいています。 

これは
良く分
かる 



        
第１回Real World Data Japan 
 • 2014年7月15-16日、東京マリオットホテル 
• 「リアルワールド･データ（RWD）」のポテンシャルを把握 

– 調剤レセプト・処方箋データや電子カルテ、DPCデータ、PMSなど各デー
タの有用性やデータの統合、効果的な分析・活用方法を見極める 

• 医療技術評価(HTA)の導入について 

• リアルワールド・データ分析に最適なITインフラの構築方法 

• 患者さんの健康アウトカムを向上させるためのリアルワールド
・データ管理及び分析方法 

• リアルワールド・データ活用の海外事例等 

• プログラム、講演、ご参加に関するお問い合わせ 
– ステファニー ・クームズ 

Email: scoombes@eyeforpharma.com 

 

 

mailto:scoombes@eyeforpharma.com
http://www.tokyo-marriott.com/


           

    

 
           まとめと提言 
 

・健康寿命延伸産業は成長産業 

 

・健康医療戦略の中でICTは基盤技術 

 

・成長企業の経営インフラは健康経営から 

 

・データヘルス計画に着目しよう 

・ 
・ 
 

・ 



ご清聴ありがとうございました 

本日の講演資料は武藤正樹のウェブサイ
トに公開しております。ご覧ください。 

 
武藤正樹 検索 クリック 

ご質問お問い合わせは以下のメールアドレスで 
  gt2m-mtu@asahi-net.or.jp 
 

国際医療福祉大学クリニックhttp://www.iuhw.ac.jp/clinic/ 
で月・木外来をしております。患者さんをご紹介ください 

フェースブッ
クで「お友達
募集」をして
います 
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